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２
０
１
０
年
度
予
算
は
、
民
主
党
が
昨
夏
の
衆
院
選
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
掲
げ

た
「
子
ど
も
手
当
」
な
ど
の
バ
ラ
マ
キ
政
策
を
実
現
す
る
た
め
に
、
過
去
最
大

規
模
に
膨
れ
上
が
り
そ
う
だ
。
そ
の
財
源
確
保
の
た
め
に
は
、
国
債
の
大
増
発

か
増
税
し
か
な
い
。
増
税
す
る
と
し
た
ら
、
規
模
と
し
て
は
消
費
税
を
12
％
に

上
げ
る
か
、
所
得
税
を
今
の
約
２
倍
に
す
る
ぐ
ら
い
の
大
増
税
と
な
る
。

鳩
山
政
権
の
バ
ラ
マ
キ
政
策
を
阻
止
し
、
不
況
を
ス
ト
ッ
プ
す
る
政
治
勢
力

の
結
集
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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削
減
目
標
の
３
兆
円
に
遠
く
及

ば
ず
、
結
局
、
約
０
・
７
兆
円

の
削
減
に
と
ど
ま
っ
た
。
独
立

行
政
法
人
の
基
金
の
余
剰
分
、

い
わ
ゆ
る
「
埋
蔵
金
」
を
国
庫

に
返
し
た
分
を
合
わ
せ
て
も
、

２
兆
円
弱
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

衆
院
選
中
か
ら
鳩
山
由
紀
夫

首
相
は
「
無
駄
を
削
れ
ば
財
源

は
あ
る
」
と
主
張
し
て
き
た
が
、

根
拠
の
な
い
発
言
だ
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
形
だ
。

家
計
を
直
撃
す
る

「
消
費
税
30
％
」

不
況
で
法
人
税
な
ど
が
大
き

く
落
ち
込
み
、
09
年
度
の
税
収

は
37
兆
円
を
切
る
見
込
み
で
、

国
債
の
発
行
額
は
過
去
最
高
の

53
・
5
兆
円
に
の
ぼ
る
。

２
０
１
０
年
度
も
税
収
が
大

き
く
回
復
す
る
こ
と
は
望
め
な

い
中
、
予
算
を
95
兆
円
か
ら
削

減
で
き
な
け
れ
ば
ど
う
な
る
か
。

鳩
山
政
権
が
目
標
と
す
る
新

規
国
債
発
行
額
「
約
44
兆
円
以

内
」
を
守
り
、
税
収
が
09
年
度

と
同
水
準
と
す
れ
ば
、
14
兆
円

程
度
不
足
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
を
穴
埋
め
す
る
に
は
、

単
純
に
考
え
れ
ば
消
費
税
の

12
％
へ
の
増
税
、
あ
る
い
は
所

得
税
率
２
倍
増
が
必
要
と
な
る
。

批
判
を
受
け
た
鳩
山
政
権

は
、
一
般
会
計
総
額
を
92
兆
円

に
抑
え
る
決
定
を
行
っ
た
。
不

足
分
は
い
わ
ゆ
る
「
埋
蔵
金
」

の
確
保
で
補
い
た
い
と
し
て
い

る
。し
か
し
な
が
ら
、「
埋
蔵
金
」

は
毎
年
あ
て
に
で
き
る
も
の
で

は
な
く
、
い
つ
増
税
と
な
っ
て

も
お
か
し
く
は
な
い
。

ち
な
み
に
２
０
１
０
年
度
の

概
算
要
求
に
は
、
民
主
党
が
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
の
目
玉
の
一
つ
と

し
て
い
た
最
低
保
障
年
金
創
設

な
ど
の
年
金
制
度
改
革
は
反
映

さ
れ
て
い
な
い
。
民
主
党
は
最

低
保
障
年
金
の
財
源
に
つ
い
て

「
消
費
税
で
ま
か
な
う
」
と
し

て
い
る
た
め
、
少
子
高
齢
化
が

進
む
中
で
は
消
費
税
の
大
増
税

が
避
け
ら
れ
ず
、
家
計
を
直
撃

す
る
。

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

大
前
研
一
氏
の
試
算
に
よ
れ
ば
、

２
０
１
０
年
に
最
低
保
障
年
金

を
導
入
す
れ
ば
、
さ
ら
に
消
費

税
は
10
％
ア
ッ
プ
、
２
０
５
０

年
に
は
消
費
税
24
％
ア
ッ
プ
が

必
要
に
な
る（『
最
強
国
家
ニ
ッ

ポ
ン
の
設
計
図
』
よ
り
）。

「
企
業
家
」
が
力
を

発
揮
で
き
る
条
件
を

今
の
よ
う
な
デ
フ
レ
不
況
下

で
一
時
的
に
積
極
財
政
を
と
る

こ
と
は
必
要
な
こ
と
で
は
あ
る
。

た
だ
、
問
題
な
の
は
、
経
済
成

長
を
下
支
え
す
る
道
路
や
新
幹

線
な
ど
へ
の
「
投
資
」
を
削
る

一
方
で
、
子
ど
も
手
当
や
農
家

の
戸
別
所
得
補
償
な
ど
、
そ
の

場
だ
け
の
バ
ラ
マ
キ
に
偏
重
し

て
い
る
こ
と
だ
。

交
通
イ
ン
フ
ラ
へ
の「
投
資
」

は
政
府
の
「
資
産
」
と
し
て
残

る
が
、
バ
ラ
マ
キ
政
策
は
結
局
、

借
金
し
か
残
ら
な
い
。

明
ら
か
に
「
投
資
」
と
位
置

づ
け
ら
れ
る
科
学
技
術
予
算
も

縮
小
さ
れ
、
あ
る
韓
国
の
外
交

官
は
「
日
本
が
な
ん
で
こ
の
よ

う
な
自
殺
行
為
を
す
る
の
か
よ

く
分
か
ら
な
い
」
と
コ
メ
ン
ト

し
た
と
い
う
。
藤
井
裕
久
財
務

大
臣
は
、「
子
ど
も
手
当
な
ど

は
完
全
な
内
需
振
興
策
だ
」
と

発
言
し
、
民
主
党
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
子
ど
も
手
当
を
景
気

対
策
の
一
項
目
と
位
置
づ
け
て

い
る
。
し
か
し
、
電
通
総
研
の

試
算
で
は
、
子
ど
も
手
当
の
経

済
波
及
効
果
は
２
兆
４
千
億
円

余
り
で
、
子
ど
も
手
当
の
総
予

算
２
兆
７
千
億
円
を
下
回
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

同
総
研
の
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
調

査
で
は
支
給
対
象
家
庭
の
半
数

以
上
が
子
ど
も
手
当
て
を
「
子

供
の
将
来
の
た
め
の
貯
金
に
使

う
」
と
回
答
し
て
お
り
、
景
気

対
策
に
な
ら
な
い
こ
と
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
。

20
世
紀
前
半
の
経
済
学
者

ケ
イ
ン
ズ
の
説
い
た
積
極
財
政

に
よ
る
需
要
創
出
は
短
期
的
な

効
果
は
高
い
面
が
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
中
長
期
的
に
経
済

成
長
を
促
そ
う
と
し
た
ら
、「
経

済
成
長
の
原
動
力
は
企
業
家
に

よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
新
結

合
）
に
あ
る
」
と
説
い
た
同
時

バ
ラ
マ
キ
で
来
る
大
増
税

消
費
税
12
％
か

所
得
税
２
倍
か
!?

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
実
行
へ

膨
れ
上
が
る
来
年
度
予
算

各
省
庁
が
行
っ
た
２
０
１
０

年
度
予
算
の
要
求
が
昨
年
10
月

半
ば
、
出
揃
っ
た
が
、
ト
ー
タ

ル
の
要
求
額
は
過
去
最
大
だ
っ

た
89
兆
円
を
上
回
り
、
一
気
に

95
兆
円
に
ま
で
跳
ね
上
が
っ
た
。

そ
の
中
に
は
、「
子
ど
も
手

当
」
２
・
７
兆
円
（
初
年
度

は
半
額
実
施
）、「
公
立
高
の

実
質
無
償
化
」
４
６
０
０
億

円
、「
農
家
の
戸
別
所
得
補
償
」

５
６
０
０
億
円
な
ど
、
民
主
党

が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
掲
げ
た
予

算
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
（
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
関
連
予
算
は
、
ガ

ソ
リ
ン
税
の
暫
定
税
率
廃
止
分

も
含
め
、
当
初
は
７
・
１
兆
円

に
も
の
ぼ
っ
た
）。

こ
れ
ら
の
予
算
を
捻ね
ん

出し
ゅ
つす

る

た
め
、
鳩
山
政
権
は
「
事
業
仕

分
け
」
を
行
っ
た
が
、
当
初
の

代
の
経
済
学
者
シ
ュ
ン
ペ
ー

タ
ー
に
立
ち
戻
る
し
か
な
い
。

シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
は
、
社
会

に
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、「
新
し
い

商
品
の
創
出
」
や
「
新
し
い
生

産
方
法
の
開
発
」
な
ど
、
企
業

側
の
努
力
と
工
夫
か
ら
起
こ
っ

て
く
る
と
分
析
し
た
。

景
気
を
本
格
的
に
回
復
さ
せ
、

成
長
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
に
は
、

新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
「
企

業
家
」
が
存
分
に
力
を
発
揮
で

き
る
条
件
が
必
要
と
な
る
。
そ

れ
が
研
究
開
発
や
投
資
に
対
す

る
減
税
で
あ
り
、
企
業
の
行
動

の
自
由
度
を
増
す
規
制
緩
和

だ
。不

況
下
に
縮
小
す
る
経
済
の

パ
イ
を
分
配
す
る
だ
け
の
政
策

で
は
、
繁
栄
の
未
来
は
や
っ
て

来
な
い
。
新
し
い
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
が
次
々
と
生
ま
れ
、
経
済

の
パ
イ
が
拡
大
す
る
成
長
戦
略

こ
そ
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
。

14兆円不足？
4.3 兆円

税収
37兆円程度？

概算要求額
95兆円

国債発行
44兆円

歳入（見込み）歳出（予定）

（2009年度水準
を維持と仮定）

（目標）

概算要求額

歳出（予定）

マニフェスト関連予算
＜「借金」しか残らないバラマキ＞
○子ども手当　2.7 兆円
○公立高校無償化　4600億円
○農家の戸別所得補償　5600億円
○その他
・年金記録対応など

マニフェスト実現のために
削減された予算
＜「資産」や「投資」＞
○公共事業予算
→ダムや道路は、国の「資産」に
　なるはずだった
○科学技術関連予算
　（スパコン開発など）
→未来の繁栄への「投資」と
　なるはずだった

14兆円不足？

税収
37兆円程度？
（2009年度水準
を維持と仮定）

新規国債の
大増発か、
大増税？

減
税
と
規
制
緩
和
で
経
済
成
長
を
目
指
せ

消費税12％
または
所得税２倍。

赤字幅が拡大した鳩山政権による2010年度予算

[　 ]

事業仕分けは増税から目をそらすためのパフォーマンスか？
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「
普
天
間
基
地
移
設
問
題
」

と
は普

天
間
基
地
（
正
式
名
称
：

普
天
間
飛
行
場
）
は
、
沖
縄
県

宜
野
湾
市
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
軍

海
兵
隊
の
拠
点
で
す
。

日
本
に
ア
メ
リ
カ
軍
が
駐
留

す
る
こ
と
は
、
日
米
安
全
保
障

条
約
の
根
幹
で
あ
り
、
こ
れ
に

よ
っ
て
、
日
本
の
安
全
が
守
ら

れ
て
い
る
側
面
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
普
天
間
基
地
は
住

宅
地
に
隣
接
し
て
お
り
、
そ
の

危
険
性
や
騒
音
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
十
数

年
に
渡
っ
て
、
日
米
両
国
に
よ

る
検
討
や
、
地
元
自
治
体
と
の

調
整
が
な
さ
れ
、辺
野
古
沖（
沖

縄
県
名
護
市
）へ
の
移
設
が「
唯

一
、
実
現
可
能
な
案
」
と
し
て
、

日
米
の
合
意
に
至
っ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
２
０
０
９
年
の

総
選
挙
の
結
果
、
鳩
山
政
権
が

誕
生
し
た
こ
と
で
状
況
が
一
変

し
ま
す
。

民
主
党
と
連
立
を
組
む
社
民

党
が
沖
縄
県
内
へ
の
移
設
に
反

対
し
て
い
る
た
め
、
政
権
の
安

定
を
優
先
し
た
鳩
山
由
紀
夫
首

相
は
、
辺
野
古
案
を
見
直
し
、

政
府
方
針
の
決
定
を
先
送
り
に

し
た
の
で
す
。

そ
の
結
果
、
日
米
両
政
府
や

沖
縄
は
、
蜂
の
巣
を
つ
つ
い
た

よ
う
な
騒
動
と
な
り
、
収
拾
が

つ
か
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

基
地
の
最
前
線
で
見
た
も
の

一
部
マ
ス
コ
ミ
は
、「
基
地

移
転
反
対
が
県
民
の
総
意
」
と

伝
え
て
い
ま
す
が
、
実
際
は
ど

う
な
の
か
。
沖
縄
県
民
の
声
を

直
接
聞
く
た
め
に
、
普
天
間
基

地
の
移
転
先
と
な
っ
て
い
る
名

護
市
辺
野
古
沖
の「
キ
ャ
ン
プ
・

シ
ュ
ワ
ブ
」
に
視
察
に
行
き
ま

し
た
。

移
転
が
予
定
さ
れ
て
い
る
地

域
周
辺
に
行
く
と
、
米
軍
演
習

施
設
の
柵
が
反
対
運
動
の
活
動

家
が
立
て
た
看
板
や
布
き
れ
で

覆
わ
れ
て
い
ま
し
た
。（
写
真

下
）地

元
住
民
の
方
が
、
そ
れ
ら

に
書
か
れ
て
い
る
名
字
を
見
て
、

「
沖
縄
の
人
の
名
前
が
な
い
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
ど
う
や

ら
、
基
地
移
設
反
対
活
動
の
た

普
天
間
基
地
移
設
問
題
に
対
す
る
鳩
山
政
権
の
対
応
は
、
日
米

関
係
に
強
い
緊
張
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
今
、
日
米
同
盟
は
一

歩
間
違
え
ば
、
破
綻
に
陥
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

基
地
問
題
に
揺
れ
る
沖
縄
に
行
き
、
こ
の
問
題
の
本
質
に
つ
い

て
取
材
し
て
き
ま
し
た
。

め
に
、
県
外
の
人
た
ち
が
多
数

集
ま
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
し
て
、
基
地
建
設
予
定
地

の
手
前
に
は
、
建
設
に
反
対
す

る
「
市
民
」
に
よ
る
テ
ン
ト
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
彼
ら

は
、「
環
境
問
題
」「
ジ
ュ
ゴ
ン

保
護
」
を
訴
え
て
基
地
反
対
の

座
り
込
み
闘
争
を
し
て
い
ま
す
。

彼
ら
に
話
を
聞
く
と
、「
本

当
は
ジ
ュ
ゴ
ン
な
ん
か
ど
う
で

も
い
い
。
米
軍
基
地
は
人
殺
し

の
施
設
な
の
で
反
対
し
て
い

る
」
と
の
本
音
が
出
始
め
ま
し

た
。「
基
地
や
軍
隊
は
す
べ
て

悪
」
と
す
る
特
定
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
を
持
っ
た
人
た
ち
が
、
こ

の
運
動
に
参
加
し
て
い
る
の
で

す
。

　地
元
は
条
件
付
き
で
賛
成

さ
ら
に
、
地
元
住
民
の
方
々

の
声
を
取
材
す
る
た
め
、「
代

替
施
設
推
進
協
議
会
」
の
宮
城

安
秀
会
長
（
写
真
下
）
に
話
を

聞
き
ま
し
た
。

宮
城
会
長
か
ら
は
、「
地
元

住
民
で
、
反
対
運
動
に
か
か

わ
っ
て
い
る
人
は
４
〜
５
人
ぐ

ら
い
。
あ
と
は
他
の
地
域
か
ら

来
た
人
で
す
」
と
い
う
事
実

が
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
以
下
の
よ
う
な
話
が
あ
り

ま
し
た
。「
当
初
、
地
元
住
民

の
８
割
く
ら
い
が
、
条
件
付
き

で
、
辺
野
古
へ
の
基
地
移
転
推

進
を
支
持
し
て
い
ま
し
た
。
で

も
、
な
か
な
か
決
ま
ら
な
い
の

で
、
賛
成
す
る
人
が
７
割
程
度

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
長
い

時
間
を
か
け
て
合
意
し
た
こ
と

を
ひ
っ
く
り
返
し
て
、
果
た
し

て
県
民
や
米
軍
に
納
得
の
い
く

結
論
が
出
る
の
で
し
ょ
う
か
。

結
論
を
先
延
ば
し
に
し
て
、
ま

た
辺
野
古
移
転
が
決
ま
っ
た
ら
、

反
発
は
相
当
大
き
い
で
し
ょ
う
。

地
元
住
民
を
無
視
し
た
議
論
で

す
」

い
」
と
の
こ
と
。
地
域
住
民
の

声
を
無
視
し
、「
ま
ず
結
論
あ

り
き
」
で
政
策
判
断
を
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

大
局
的
に
見
て
も
、
鳩
山
首

相
の
煮
え
切
ら
な
い
態
度
は
、

ア
メ
リ
カ
の
対
日
感
情
を
悪
化

さ
せ
、「
日
米
同
盟
」
を
破
た

ん
の
危
機
に
陥
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

12
月
17
〜
18
日
に
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
で
開
か
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ

15
首
脳
級
会
合
の
際
、
鳩
山
首

相
は
、
基
地
移
設
問
題
に
つ
い

て
オ
バ
マ
大
統
領
と
会
談
し
た

い
と
願
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ア

メ
リ
カ
側
は
こ
れ
を
拒
否
。
Ｃ

Ｏ
Ｐ
15
関
連
の
晩
餐
会
の
席
上

で
、
ク
リ
ン
ト
ン
国
務
長
官
と

意
見
交
換
し
た
も
の
の
、
首
相

が
「
十
分
に
理
解
を
い
た
だ
い

た
」
と
発
言
し
た
こ
と
に
強
い

反
発
と
不
信
を
抱
い
た
国
務
長

官
は
、
駐
米
大
使
を
国
務
省
に

呼
び
、
日
米
合
意
に
沿
っ
た
早

期
決
着
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

国
務
長
官
が
、
日
本
の
大
使
を

呼
び
出
し
て
、
直
接
要
求
を
伝

え
る
こ
と
は
、
極
め
て
異
例
で

す
。鳩

山
政
権
は
、
こ
れ
以
上
ア

メ
リ
カ
と
の
関
係
を
こ
じ
ら
せ

な
い
よ
う
、
日
米
合
意
に
基
づ

き
、
迅
速
で
誠
実
な
対
応
を
す

べ
き
で
す
。

米
軍
海
兵
隊
を
グ
ア
ム
な
ど

の
海
外
基
地
に
移
設
す
れ
ば
、

日
本
を
守
る
抑
止
力
は
落
ち
、

隣
国
の
脅
威
が
増
し
て
、
日
本

は
安
全
保
障
上
の
危
機
に
さ
ら

さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

幸
福
実
現
党
は
、
国
民
の
自

由
と
安
全
を
守
る
た
め
、
日
米

同
盟
を
堅
持
し
て
ま
い
り
ま
す
。

幸福実現党　政調会長　黒
く ろ

川
か わ

 白
は く

雲
う ん

幸福実現Newsニュース

on-the-spot report

現地レポート

ま
た
、
沖
縄
の
元
県
議
会
議

員
は
、「
沖
縄
の
人
た
ち
が
最

も
恐
れ
て
い
る
こ
と
は
、
移
転

合
意
が
白
紙
に
戻
さ
れ
、
騒
音

や
事
故
の
危
険
性
の
高
い
普
天

間
基
地
が
こ
の
ま
ま
固
定
化
さ

れ
る
こ
と
で
す
」
と
語
っ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
が
本
音
で

し
ょ
う
。

　日
米
同
盟
の
堅
持
を

鳩
山
首
相
は
「
沖
縄
県
民
の

皆
さ
ん
の
思
い
も
理
解
さ
せ
て

い
た
だ
く
な
か
で
、
辺
野
古
で

は
な
い
地
域
を
模
索
し
て
決
め

た
い
」
な
ど
と
述
べ
て
い
ま
す

が
、
辺
野
古
住
民
の
方
々
に
よ

れ
ば
、「
鳩
山
政
権
や
役
所
の

人
が
地
域
住
民
の
意
思
を
ヒ
ア

リ
ン
グ
に
来
た
こ
と
は
な
く
、

地
元
が
口
を
は
さ
む
余
地
が
な

住宅地に隣接している普天間基地（写真上）。日米間で、ア
メリカ海兵隊の拠点を普天間から辺野古沖に移設する合意
がなされていたが、鳩山首相が方針決定を先送りに（右図）。

http://kurokawa-hakuun.hr-party.jp/

幸福実現党がタイムリーに日々のニュースにするどく切り込む情報が、ほぼ日刊メルマガとして発行中です。この機会にご登録をぜひどうぞ！
PCからは→ http://www.mag2.com/m/0001054021.html　 携帯電話からは→ http://mobile.mag2.com/mm/0001054021.html

基地問題をもてあそばず
日米同盟の堅持を

普天間基地
（宜野湾市）

辺野古沖
（名護市）

メールマガジンHappiness Letter

幸福の科学学園、4月開校。
「徳力と学力」兼ね備えた人材を養成する。

創立者：幸福の科学グループ創始者 兼 総裁  大川隆法　所在地：栃木県那須郡那須町大字梁瀬字扇田 487-1　総面積：
105,238㎡　主要施設：校舎（3階建て )、大川隆法記念講堂 (650 席 )、体育館（2階建て・屋内プール）、学生寄宿舎（男
女別・3 階建て）、食堂棟（3 階建て）、教職員寄宿舎（3 階建て）　中学校：1 学年 2 クラス、 60 人　高等学校：1 学年
3 クラス、100 人　※男女共学・全寮制。　準備室：東京都品川区戸越１- ６- ７　TEL.03-6384-0377　（2010 年１月現在）

【
概
要
】

http://gakuen.kofuku-no-kagaku.or.jp/

幸福の科学学園は、
幸福の科学の教育理念の
もとに創られる全寮制の
中学・高校です。

2010年。この一冊が国難を打ち破る起爆剤だ。
円高デフレ不況、外交不安、社会主義化……
これでいいのか、日本！いまこそ、常識破りの発想の転換を！

1,890 円（税込）

1001第4号-2簡易版最終.indd   2 2009/12/25   20:32:22


